
新
年

の
ご

挨
拶

・
・

・
・

・
・

・
・

・
Ｐ

２

定
例

会
の

あ
ら

ま
し

・
・

・
・

・
・

・
Ｐ

２
～

３

村
政

を
問

う
（

一
般

質
問

）
・

・
・

・
Ｐ

４
～

９

第
１
４
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定
例
会
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１
２
月
）

な
ど

　
１

月
15日

、
小

正
月

行
事

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

冷
た

い
雨

が
降

る
中

、
子

ど
も

た
ち

は
「

み
ず

き
団

子
」

を
飾

り
、

今
年

一
年

の
無

病
息

災
・

五
穀

豊
穣

が
願

わ
れ

ま
し

た
。
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移住される方を応援します！
野田村定住促進事業費補助金

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
は
交
付
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

・�

賃
貸
ま
た
は
売
却
を
目

的
と
し
て
住
宅
を
建
築
、

購
入
す
る
場
合

・�

申
請
者
お
よ
び
そ
の
世

帯
員
に
村
税
、
そ
の
他

義
務
的
納
金
の
滞
納
が

あ
る
場
合

・�

５
年
以
内
に
野
田
村
外

へ
転
出
さ
れ
た
場
合

・�

住
宅
部
分
の
面
積
割
合

が
２
分
の
１
未
満
、
ま

た
は
住
宅
部
分
の
延
床

面
積
が
50
㎡
未
満
で
あ

る
場
合

・�

野
田
村
に
定
住
後
５
年

を
経
過
し
て
い
る
場
合

○
お
問
い
合
せ

　

未
来
づ
く
り
推
進
課

　

78

－

２
９
６
３

　

野
田
村
へ
の
定
住
を
目

的
と
す
る
者
が
住
宅
を
新

築
、
購
入
、
賃
貸
す
る
際
、

ま
た
は
空
き
家
住
宅
所
有

者
が
当
該
物
件
を
改
修
す

る
際
に
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
補
助
金

⑴�

住
宅
建
築
費
お
よ
び
購

入
費
補
助
金

⑵
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金

⑶�

空
き
家
住
宅
改
修
費
補

助
金（

次
ペ
ー
ジ
参
照
）

補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

３
７
２
４
万

　
　
８
０
０
０
円
増

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
２
４

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
45
億
６
９
０
９
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

生
活
困
窮
者
冬
季
特
別
対

策
事
業
、
過
年
度
障
害
者

自
立
支
援
給
付
費
負
担
金

返
還
金
お
よ
び
、
出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
等
に

要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
給

与
改
定
に
伴
う
一
般
職
給

与
費
等
の
人
件
費
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

12 月
定 例 会

　

第
14
回
の
野
田
村
議
会
定
例
会
が
令
和
４
年
12
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で

の
３
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
議
案
12
件
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
、
そ
れ
に
伴
う

イ
ナ
侵
攻
や
、
そ
れ
に
伴
う

物
価
の
高
騰
な
ど
、
世
界
的

物
価
の
高
騰
な
ど
、
世
界
的

に
大
混
乱
の
一
年
で
し
た
。

に
大
混
乱
の
一
年
で
し
た
。

ロ
シ
ア
軍
の
早
期
撤
退
を
願

ロ
シ
ア
軍
の
早
期
撤
退
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

う
ば
か
り
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
プ
ロ
野
球
で

　

そ
ん
な
中
、
プ
ロ
野
球
で

は
、
岩
手
県
出
身
の
佐
々
木

は
、
岩
手
県
出
身
の
佐
々
木

朗
希
投
手
が
完
全
試
合
達
成

朗
希
投
手
が
完
全
試
合
達
成

と
い
う
、
明
る
い
話
題
を
届

と
い
う
、
明
る
い
話
題
を
届

け
て
く
れ
ま
し
た
。

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
明
る
く
平
和
な

　

今
年
は
、
明
る
く
平
和
な

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

だ
き
ま
す
。

野
田
村
議
会
議
長

野
田
村
議
会
議
長

　

廣

　

廣  

内内  

和和  

之之

新 年 の ご 挨拶
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12
月
定
例
会
に
お
い

て
提
出
さ
れ
た
「
教
育

委
員
会
の
委
員
の
任

命
」
に
つ
い
て
、
林
﨑

洋
子
氏
（
前
田
小
路
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
１
月
15
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
長
嶺
幸
恵
氏
の
後

任
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
に

林
﨑
洋
子
氏

⑴ 住宅建築費および購入費補助金

要　　件 補助金の額

基 本 額 住宅を新築または購入した方
費用の１０分の１以内
（最大５０万円）

加 算 額

主たる生計維持者またはその配偶者が
１８ 歳以上 ４５ 歳未満の方

２０万円

世帯員に義務教育終了前の子がいる方 １人につき１０万円（最大３人）

Ｉターン者またはＪターンされた方 ２０万円

村内業者で新築した方 ３０万円

最　大　合　計 １５０万円

　　※住宅を新築・購入される方（配偶者がいる場合は配偶者も移住者であること）への補助金

⑵ 賃貸住宅家賃補助金

要　　件 補助金の額

基 本 額 賃貸住宅に居住する場合
月 家賃の３分の１の額
（１５,０００円を限度とする）

加 算 額

次のいずれかに該当する場合
（村営住宅に入居している場合を除く）

月 家賃の３分の１の額
（５,０００円を限度とする）

①世帯員に義務教育終了前の子がいる

②ひとり親世帯
（１８ 歳到達後４月２日を迎える前の子を持つ世帯）

最　大　合　計 月２万円

　　※村内の賃貸住宅に入居される方への補助金
　　※移住後 36月分まで対象
　　※Ｕターン者は、村外に５年以上継続して住所を有した後に転入した場合に活用できます
　　※算出した補助金の額に百円未満の端数があるときは、これを切捨てる

⑶ 空き家住宅改修費補助金

要　　件 補助金の額

空き家住宅の台所、便所、浴室、その他
村長が必要と認めた箇所を改修した場合

改修費用の１０分の１以内の額
（５０万円を限度とする）

　　※補助対象額には、消費税及び地方消費税額を含まないものとする
　　※算出した補助金の額に千円未満の端数があるときは、これを切捨てる



古舘　幹男　議員（Ｐ５）
年代別人口  どのように推移しているか

丹野　和子　議員（Ｐ６）
「心はいつものだ村民」 関係人口の増加を図る契機に

小野寺　豊　議員（Ｐ７）
交流物産等複合施設  施設の配置計画の再検討を

中川　　昇　議員（Ｐ８）
玉川地区インターチェンジ  設置要望の強化を

山田　陽子　議員（Ｐ９）
敬老会  趣旨を全対象者に

村政を問う

　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分までとなっており、１つの質問につき３回まで 質問
することができます。

議員５５人が登壇

一般
質問

議会だより　のだ　№ 162 －④
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どのように推移しているか

村長　総人口は減少、老年人口は増加

村の年代別人口

問

広
報
10
月
号
に
掲
載
の

人
の
動
き
で
野
田
村
の

人
口
は
４
０
５
７
人
で
４
０
０

０
人
を
割
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
る
。
団
塊
世
代
を
含
め
年
金

を
受
け
る
側
と
、
納
め
る
側
の

人
口
は
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
の
か
。
東
日
本
大
震
災

前
と
令
和
４
年
ま
で
の
年
代
別

人
口
変
動
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
推
移
し
て
い
る
か
、
年
度

毎
の
人
口
と
と
も
に
数
値
を
伺

う
。

村
長

東
日
本
大
震
災
前
の
総

人
口
は
４
８
４
９
人
で
、

年
少
人
口
（
14
歳
以
下
）
５
２

６
人
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳

か
ら
64
歳
）
２
９
０
６
人
、
老

年
人
口
（
65
歳
以
上
）
１
４
１

７
人
。

　

令
和
４
年
10
月
末
の
総
人
口

は
４
０
４
４
人
で
、
年
少
人
口

４
２
８
人
、
生
産
年
齢
人
口
２

０
５
５
人
、
老
年
人
口
１
５
６

１
人
、
総
人
口
は
８
０
５
人
、

年
少
人
口
98
人
、
生
産
年
齢
人

口
８
５
１
人
減
少
し
、
老
年
人

口
は
１
４
４
人
増
加
し
て
い
る
。

問

こ
の
ま
ま
の
人
口
推
移

で
村
の
財
政
は
大
丈
夫

と
考
え
て
い
る
か
。
生
産
年
齢

が
２
９
０
０
人
か
ら
２
０
５
５

人
と
減
少
し
て
い
る
。

村
長

人
口
減
少
は
、
本
村
の

み
の
課
題
で
は
な
く
、

国
と
し
て
の
課
題
で
も
あ
る
。

国
も
自
治
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
が
減
っ
て

い
く
こ
と
を
止
め
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
の
中
で
工
夫
を
し
な

が
ら
財
源
を
確
保
し
財
政
運
営

を
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

ル
ー
ト
の
維
持
管
理
は

問

村
の
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

ル
ー
ト
は
、
ど
の
よ
う

に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
一

度
通
っ
た
方
が
、
も
う
一
度
通

り
た
い
と
思
え
る
状
況
か
。
安

心
安
全
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

村
長

村
内
の
コ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
村
と
野
田
村
ト

レ
イ
ル
振
興
会
が
中
心
と
な
っ

て
安
全
確
認
や
草
刈
り
、
清
掃

な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
環

境
省
と
村
が
合
同
で
コ
ー
ス
の

巡
視
を
実
施
し
て
お
り
、
安
全

確
保
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
コ
ー
ス
の
一
部
で

あ
る
玉
川
海
岸
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
者
と
一
緒
に
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

「
自
分
で
キ
レ
イ
に
し
た
コ
ー

ス
を
歩
い
て
み
た
い
。」
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
掛

け
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

現
在
の
状
況
を
見
る
と
、

と
て
も
安
全
と
は
い
え

な
い
。
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
だ
が

ル
ー
ト
の
点
検
は
何
回
行
っ
て

い
る
か
。

村
長

春
に
２
回
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
塩
の

道
を
歩
こ
う
会
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
体
験
会
等
、
イ
ベ
ン
ト
の
前

に
は
必
ず
下
見
・
管
理
を
し
て

い
る
。
コ
ー
ス
の
維
持
管
理
経

費
に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
は

な
い
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
協
力

を
得
な
が
ら
今
後
も
で
き
る
限

り
の
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
世
代
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
利
用
推
進
を

問

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
通
し
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
世
代
の
方
々

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
を

勧
め
る
と
と
も
に
使
い
方
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
い
て
は
ど

う
か
。

村
長

村
内
で
は
現
在
、
久
慈

市
内
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ

が
「
ね
ま
～
る
」
を
会
場
に
出

張
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
８
月
に
は
、
野
田
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る

趣
味
講
座
と
し
て
「
ス
マ
ホ
教

室
」
を
開
催
し
た
。

問

役
場
の
中
に
相
談
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

村
長

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

皆
が
必
ず
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
便
利
に
暮
ら
す
た
め
の

１
つ
の
ア
イ
テ
ム
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て

い
く
の
か
、
相
対
的
な
対
策
の

中
で
今
後
の
体
制
等
の
こ
と
も

考
え
て
い
き
た
い
。

９月におこなわれたシーカヤック体験会

古 舘　 幹 男 議員
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 関係人口の増加を図る契機に

村長　つながりを深める取り組みを強化

問

「
心
は
い
つ
も
の
だ
村

民
」
登
録
者
は
１
２
０

０
余
名
あ
り
、
広
範
な
方
々
を

組
織
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
を
図

る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

「
心
は
い
つ
も
の
だ
村

民
」
の
登
録
者
は
、
村

に
愛
着
や
興
味
を
持
ち
、
交
流

や
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
方
々
で
あ
り
、
中
に
は
潜

在
的
な
移
住
・
定
住
見
込
み
層

も
一
定
数
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
、
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
事
業
を

実
施
し
た
が
、
今
後
は
、
ぜ
ひ

村
に
来
て
、
つ
な
が
り
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
情
報
発
信
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

防
災
訓
練
の
成
果
と
問
題
点
は

問

10
月
23
日
実
施
の
防
災

訓
練
の
参
加
者
は
５
５

２
名
、
車
は
１
２
４
輌
で
、
車

の
多
く
は
久
慈
工
業
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
避
難
し
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
訓
練
の
成
果
は
。

村
長

県
が
公
表
し
た
津
波
浸

水
想
定
を
踏
ま
え
、「
住

民
の
避
難
所
等
へ
の
避
難
訓

練
」、「
野
田
中
学
校
へ
の
災
害

対
策
本
部
と
野
田
分
署
の
機
能

を
移
転
さ
せ
る
訓
練
」、「
消
防

団
と
災
害
対
策
本
部
と
の
無
線

通
信
訓
練
」
の
３
つ
を
実
施
し
、

す
べ
て
津
波
到
達
予
想
時
刻
以

内
に
終
了
し
た
。

学
校
以
外
の
指
定
避
難
所
は

問

指
定
避
難
所
は
野
田
小

学
校
、
野
田
中
学
校
、

え
ぼ
し
荘
と
な
っ
て
い
る
が
、

児
童
・
生
徒
の
学
習
に
支
障
が

で
な
い
よ
う
に
、
学
校
以
外
の

避
難
所
の
指
定
が
必
要
で
は
な

い
か
。

村
長

当
村
に
お
い
て
は
、
こ

れ
以
外
に
多
く
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
公
共
施

設
が
な
い
。
発
生
直
後
は
、
学

校
等
に
避
難
し
、
そ
の
後
、
長

期
的
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
や
仮
設
住
宅
へ
移

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

安
倍
元
首
相
の
国
葬
へ
の

村
長
・
村
の
対
応
は

問

村
長
は
安
倍
元
首
相
の

国
葬
に
出
席
し
た
か
。

ま
た
、
村
や
教
育
委
員
会
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

村
長

国
葬
へ
の
出
席
は
、
全

国
簡
易
水
道
協
議
会
会

長
の
立
場
で
出
席
し
て
お
り
、

旅
費
は
協
議
会
か
ら
の
支
出
で

あ
る
。
ま
た
、
村
で
は
国
旗
、

村
旗
の
半
旗
の
掲
揚
を
行
っ
た

が
、
教
育
委
員
会
で
は
特
別
な

対
応
は
し
て
い
な
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
改
定
は

問

会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
は
、
一
般
職
員
の

給
料
引
き
上
げ
と
同
様
に
引
き

上
げ
に
な
る
か
。

村
長

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

一
般
職
の
給
料
表
を
基

に
算
定
し
て
い
る
の
で
、
令
和

５
年
度
か
ら
引
き
上
げ
に
な
る
。

ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
事
務
補

助
の
方
は
月
額
で
約
３
６
０
０

円
、
期
末
手
当
は
０
・
１
か
月

分
の
引
き
上
げ
に
な
る
。

「心はいつものだ村民」

まずは、学校へ避難を
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 施設の配置計画の再検討を

村長　十分検討のうえ、最適な方法をとる

交流物産等複合施設

問

今
回
、
計
画
し
て
い
る

場
所
は
非
常
に
軟
弱
地

盤
で
建
築
上
支
持
地
盤
ま
で
約

16
ｍ
、18
ｍ
も
深
さ
が
あ
り
、高

額
な
杭
打
工
事
費
が
余
分
に
発

生
す
る
。
西
側
に
隣
接
す
る
山

林
に
建
築
し
て
は
と
考
え
る
。

こ
こ
の
地
盤
は
地
耐
力
が
十
分

あ
り
、
今
回
の
計
画
値
よ
り
平

均
地
盤
が
約
５
ｍ
高
く
、
三
陸

沿
岸
道
か
ら
の
見
映
え
も
良
い
。

村
長

11
月
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、

分
析
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
結

果
で
地
盤
に
適
し
た
工
法
、
経

費
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
の
う

え
、
最
適
な
方
法
を
取
る
。

問

大
型
車
の
対
応
は
十
分

な
さ
れ
て
い
る
か
。

村
長

大
型
車
は
５
台
分
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

村
外
か
ら
の
来
客
者
、
村
民
か

ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
整

備
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
や
村
内

店
舗
、
観
光
地
と
の
連
携
な
ど

も
検
討
の
う
え
、
事
業
を
進
め

た
い
。

野
田
駅
前
広
場
の
安
全
対
策
を

問

野
田
駅
前
広
場
、
以
前

は
舗
装
面
に
車
線
・
駐

車
ス
ペ
ー
ス
等
の
区
画
が
明
確

に
あ
り
、
安
全
対
策
が
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
最
近
は
区
画

線
が
な
い
に
等
し
い
。
野
田
村

の
玄
関
口
で
あ
り
、
早
急
に
措

置
す
べ
き
。

村
長

竣
工
か
ら
30
年
、
経
年

劣
化
等
に
よ
る
補
修
も

続
け
て
き
た
。
予
算
を
み
な
が

ら
、
利
用
者
の
安
全
性
と
利
便

性
を
考
慮
し
、
今
年
度
内
に
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

村
道
の
維
持
管
理
を

問

村
道
の
舗
装
面
の
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
が
消
え
て
い
る
と
こ
ろ
、

消
え
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

村
内
数
か
所
で
散
見
さ
れ
る
。

区
画
線
工
事
に
多
額
の
費
用
を

要
す
る
が
、
安
全
運
転
の
観
点

か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
措
置
す

べ
き
。

村
長

ラ
イ
ン
が
不
鮮
明
な
箇

所
が
多
数
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
、
毎
年
、
引
き

直
し
等
し
て
い
る
が
、
す
べ
て

を
網
羅
す
る
状
況
に
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
。
財
政
が
厳
し

い
中
で
は
あ
る
が
、
優
先
を
選

定
し
進
め
る
。

野
田
村
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

非
常
用
発
電
等
の
設
置
は

問

令
和
３
年
12
月
定
例
会

で
、浄
化
セ
ン
タ
ー（
下

水
道
終
末
処
理
場
）
に
非
常
用

発
電
、
非
常
用
排
水
設
備
を
設

置
す
べ
き
と
の
質
問
に
対
し
、

村
長
の
答
弁
は
「
早
急
な
整
備

に
向
け
て
計
画
す
る
。」
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
１
年
経
過
で
ど

の
よ
う
に
進
展
し
た
か
。

村
長

非
常
用
発
電
設
備
に
つ

い
て
は
、
５
年
度
実
施

計
画
、６
年
度
に
設
置
で
き
る
よ

う
交
付
金
の
予
算
要
求
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
耐
水
化
計
画
は

６
年
度
を
目
標
に
策
定
し
た
い
。
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 設置要望の強化を

村長　実現へ向けて要望活動を継続していく

問

道
路
網
の
整
備
要
望
に

つ
い
て
は
、
沿
岸
と
内

陸
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
実
現
、

道
の
駅
と
三
陸
沿
岸
道
路
を
連

結
す
る
た
め
の
新
し
い
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
計
画
な

ど
、
県
内
に
お
い
て
活
発
化
し

て
い
る
。
医
療
機
関
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
向
上
、
観
光
の
振
興
、

災
害
時
の
代
替
路
線
等
と
し
て
、

地
域
に
多
様
な
効
果
を
も
た
ら

す
。
早
期
採
択
に
向
け
て
、
国

へ
要
望
活
動
を
一
段
と
強
化
す

べ
き
。

村
長

三
陸
国
道
事
務
所
長
に

要
望
書
を
直
接
持
参
提

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交

通
大
臣
、
財
務
大
臣
に
要
望
し

て
お
り
、
何
と
か
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
要
望
活
動
を
続
け
て
い

く
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を

問

減
少
傾
向
が
続
く
団
員

の
確
保
に
向
け
た
改
善

策
の
一
環
と
し
て
、
国
は
全
国

の
自
治
体
に
取
り
組
み
を
促
し
、

市
町
村
の
財
政
需
要
を
的
確
に

反
映
す
る
よ
う
、
令
和
４
年
度

か
ら
財
政
措
置
を
見
直
す
こ
と

と
し
て
い
る
。
他
市
町
村
の
動

向
も
見
極
め
な
が
ら
団
員
の
労

苦
に
報
い
る
た
め
、
報
酬
等
の

改
善
が
必
要
で
あ
る
。

村
長

県
内
の
約
半
数
市
町
村

で
年
額
報
酬
の
見
直
し

等
、
処
遇
改
善
さ
れ
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
も
、
令
和
５
年

度
か
ら
の
処
遇
改
善
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
に
三
角
巾
の
配
備
を

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
、
傷

病
者
の
胸
部
に
直
接
電

極
パ
ッ
ド
を
貼
り
付
け
て
行
う
こ

と
か
ら
、
た
め
ら
う
場
面
が
あ
る

と
の
こ
と
。
三
角
巾
を
使
え
ば
肌

を
覆
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
骨

折
部
位
の
固
定
や
止
血
等
に
も
活

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
救
急
時
に

た
め
ら
う
こ
と
な
く
命
を
救
う
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
心
理

的
不
安
感
を
軽
減
す
る
た
め
に
も

三
角
巾
の
配
備
が
必
要
。

村
長

三
角
巾
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
そ
の
使
い
方
等

さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
う
の
で
、

他
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た

い
。

「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
会
」
の
誘
致
を

問

ラ
ジ
オ
体
操
は
村
民
の

健
康
増
進
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
参
加
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
地
域

の
絆
づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
る
。
夏
休
み
期
間
中

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
が
全
国
各
地
で
実

施
す
る
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
を
誘

致
す
べ
き
。

村
長

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
誰
で

も
気
軽
に
で
き
る
健
康

増
進
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
村
民
の
健
康
増

進
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
十
府
ヶ
浦
公
園
で
開
催

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
に
本

村
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
に
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○�

加
齢
性
難
聴
高
齢
者
の
補
聴

器
購
入
支
援
に
つ
い
て

玉川地区インターチェンジ

玉川地区への IC 設置が望まれます
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問

敬
老
会
の
参
加
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
対

象
者
へ
の
配
慮
が
ほ
し
い
と
言

う
声
を
聞
く
が
、
来
年
に
向
け

て
敬
老
会
の
あ
り
方
等
を
見
直

す
時
期
だ
と
考
え
る
が
。

村
長

来
年
度
の
開
催
は
、
通

常
の
敬
老
会
形
式
で
行

う
。問

敬
老
会
の
趣
旨
に
つ
い

て
確
認
す
る
。

村
長

「
長
年
に
渡
り
社
会
に

尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
お

年
寄
り
の
方
々
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
長
寿
を
お
祝
い
す
る
」

と
い
う
こ
と
。

問

こ
の
趣
旨
は
、
敬
老
会

に
出
席
で
き
な
い
人
に

は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。
全
対
象
者
の
高
齢
者

に
適
用
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。

村
長

こ
れ
ま
で
の
か
た
ち
で

進
め
な
が
ら
、
出
席
で

き
な
い
人
へ
の
敬
老
の
意
を
表

す
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

交
流
人
口
を
増
に

問

交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は

最
適
な
事
業
だ
と
思
う
。
４
月

か
ら
11
月
の
シ
ー
ズ
ン
中
、
増

や
す
た
め
に
問
題
や
課
題
な
ど

村
と
し
て
検
討
の
必
要
性
は
。

村
長

利
用
者
は
年
々
増
加
傾

向
で
あ
り
、
野
田
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
が
主
催
す
る
大

会
の
ほ
か
、
村
各
種
行
事
等
で

活
用
し
幅
広
い
世
代
に
利
用
が

広
が
っ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
る
。

問

「
村
外
」
の
利
用
数
を

増
や
す
こ
と
が
交
流
人

口
増
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
管

理
者
の
不
在
で
道
具
を
借
り
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
プ
レ
ー
で
き

ず
困
惑
し
て
い
る
場
面
を
何
度

か
見
か
け
た
。
こ
の
状
況
で
は

増
え
る
要
素
は
見
え
に
く
い
。

村
と
し
て
協
会
を
も
っ
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
。

村
長

防
災
緑
地
の
一
部
を

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
へ

管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
は
協
会
と
課
題
を
共
有
し
て

い
く
。
ま
た
、
防
災
緑
地
全
体

の
活
用
も
進
め
て
い
く
。

校
舎
跡
地
等
の
活
用
は

問

野
田
小
学
校
移
転
後
の

具
体
的
な
活
用
方
法
は
。

村
長

現
在
は
具
体
化
し
て
い

な
い
が
、文
科
省
の「
み

ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
活

用
用
途
の
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
活
用
も
検
討
し
な
が
ら
広

く
意
見
を
募
っ
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
は

問

２
０
５
０
年
脱
炭
素
社

会
へ
向
け
て
新
た
な
具

体
的
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

村
長

今
年
度
新
た
に
岩
手
県

が
野
田
村
沖
を
含
む
沿

岸
北
部
に
お
け
る
洋
上
風
力
発

電
事
業
の
導
入
の
可
能
性
を
検

討
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
業
務

に
着
手
し
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｇ
Ｘ
）
を
オ
ー
ル
岩
手
で

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

「
県
市
町
村
Ｇ
Ｘ
推
進
会
議（
仮

称
）」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
組

み
や
、
国
・
県
の
支
援
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
後
遺
症
調
査

に
つ
い
て

○
防
災
訓
練
に
つ
い
て

○
育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て

○�

交
流
物
産
等
複
合
施
設
整
備

関
連
に
つ
い
て

 趣旨を全対象者に

村長　敬老の意を表すあり方を検討する

敬老会

山 田　 陽 子 議員

幅広い年代に広がれば…

来年度は通常どおりの敬老会を予定
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会議 議案
番号 議案名・内容 議決結果

第14回
定例会
12/6

第１号
令和４年度野田村一般会計補正予算（第６号）
　⇒�予算総額に歳入歳出それぞれ3,724万8,000円を追加し、総額を45億6,909万円とするもの

可決
（賛成全員）

第２号
令和４年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ76万6,000円を追加し、総額を６億668万2,000円とするもの

第３号
令和４年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ10万4,000円を追加し、総額を３億4,182万1,000円とするもの

第４号
令和４年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ25万6,000円を追加し、総額を１億8,380万8,000円とするもの

第５号
野田村印鑑条例の一部を改正する条例
　⇒�印鑑登録原票の登録事項の変更及び個人番号カードを利用した印鑑登録証明書の発行を可能とす

るため、所要の改正をしようとするもの

第６号
特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　⇒県の例に準じて、特別職の職員の期末手当の支給割合を改正しようとするもの

第７号
野田村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
　⇒議会議員の期末手当の支給割合等、所要の改正をしようとするもの

第８号
一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正する条例
　⇒県の例に準じて、一般職の職員の給料月額及び勤勉手当の支給割合を改正しようとするもの

第９号
会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　⇒県の例に準じて、会計年度任用職員の期末手当の支給割合を改正しようとするもの

第10号
財産の取得に関し議決を求めることについて
　⇒野田村立野田小学校の用地に供するため、土地を買入れしようとするもの

第11号

玉川漁港漁村再生交付金事業（航路・泊地浚渫及び内港防波堤新設）工事の変更請負契
約の締結に関し議決を求めることについて
　⇒�契約金額7,040万円に1,952万6,100円を追加し、8,992万6,100円で工事の変更請負契約を締結

しようとするもの

第12号
教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて

　⇒委員に任命することについて規定により議会の同意を求めるもの
同意

（賛成全員）

※議長は採決に加わらない

議案一覧
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研修レポート
10 月 29 日～ 11 月２日までの５日間、友好町村である北海道様似町などで村政調査会
行政視察研修を行いました。

　「さまに地場産フェア」に合わせ、様似町を訪問。野田村も参加し特産品が即完売され
ていました。その後、各所案内いただき、町の歴史についてお聞きでき感銘を受け、翌
日は町議会の皆様と「災害対応等について」と題して、双方から活発な意見交換ができ
ました。町長はじめ町職員の多くの見送りを受け、様似町を後に。
　また、祖父が野田村間明出身の貮又聖

よ し

規
の り

さん（白老町議会議員）とお会いでき、取り組
みや課題等お話しすることができました。　　　　　　　　　　　　　（小野寺  光男）

議会の動き

◇村政調査会行政視察研修

（10月29日～11月２日　北海道）・・・全議員

◇第66回町村議会議長全国大会
　・岩手県町村議会議長会・政務調査会

（11月８日～９日　東京）・・・議長・副議長

◇久慈地区市町村議会連絡協議会・研修会

（11月29日　国民宿舎えぼし荘）・・・全議員

◇全員協議会・議会運営委員会

（12月２日　村役場）・・・・・・・・全議員

◇野田村消防出初式

（１月８日　村体育館）・・・・・・議員10名

◇野田村 二十歳のつどい

（１月８日　村体育館）・・・・・・議員10名

◇野田村小正月行事

（１月15日　村民広場）・・・・・・・・議長

◇村政調査会

（１月17日　村役場）・・・・・・・・全議員

◇岩手県建設業協会久慈支部新年交賀会

（１月17日　久慈市）・・・・・・・・・議長

◇玉川保育所地鎮祭

（１月21日　建設予定地）・・・・・・・議長

様似町内視察の様子

貮又さんと昼食の様子

研修会の様子
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新
し
い
年
を
迎
え
、
寒
さ
が
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
、
野
田
小
学
校
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
学
習
環
境

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

１２
月
定
例
議
会
の
内
容
を
中
心
に

編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
を

持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
広
報
誌

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
村
を
見
つ
め
る
良
い
機

会
と
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見
・
ご
感

想
等
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
飛
躍
の
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
災

害
の
な
い
穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

中  


川
　
　 

昇

議会だより　のだ　№ 162 －⑫

議
会

だ
よ

り
 の

だ
N

o.162
発

　
行

　
日

／
令

和
５

年
１

月
27

日
発

行
責

任
者

／
野

田
村

議
会

議
長

印
　

　
　

刷
／

有
限

会
社

マ
ル

ニ
印

刷

編
　

集
／

野
田

村
議

会
広

報
編

集
委

員
会

　
　

　
　

〒
028-8201　

岩
手

県
九

戸
郡

野
田

村
大

字
野

田
20-14

　
　

　
　

TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

問題

「野田村定住促進事業費補助金」
のお問い合わせ先は？
　① 教育委員会
　② 未来づくり推進課
　③ 保健センター

発発  

行行  

責責  

任任  

者者

　

議　
　

長　

 

廣　

内　

和　

之

広
報
編
集
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

 

障
子
上　

文　

義

　

副
委
員
長　

 

小
野
寺　

光　

男

　

委　
　

員　

 

米　

田　

徳
一
郎

　

委　
　

員　

 

野　

﨑　

泰　

斗

　

委　
　

員　

 

中　

川　
　
　

昇

あ
と
が
き　

【応募方法】
　�　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。

【当選発表】
　�　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し

ます。

【締め切り】２月20日消印有効とします。

【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで

正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！

【前号の答え】 ① 10人

　村議会定例会は、３月・６月・９月・12
月に行われています。
　傍聴の手続きは、受付簿に必要事項を記
入するだけなのでとても簡単です。
　村の将来やあり方についての議論を直接
聞くことができます。皆様の傍聴をお待ち
しております。

議会傍聴にお越しください

次の定例会は３月です

　過去に発行された「議会だより のだ」は
村のホームページで見ることができます。

携帯電話やスマートフォンのカメラ機能で
読み取ると直接サイトにつながります

過去の「議会だより」は
ＨＰから見ることができます


